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（2） 
著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

 

  まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 60721-2-3:1997
は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 60721-2-3：0000 
 (IEC 60721-2-3：2013) 

環境条件の分類－第 2-3 部：自然環境の条件－気圧 
Classification of environmental conditions－Part 2-3: Environmental 

conditions appearing in nature－Air pressure 
 

序文 

この規格は，2013 年に第 2 版として発行された IEC 60721-2-3 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，自然環境に現れる様々な気圧の値の選択を提示する。この規格は，保管，輸送及び使用中

にさらされる可能性がある製品への適用のために，適切な気圧の厳しさを選択する際の背景資料の一部と

して用いることを意図している。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60721-2-3:2013，Classification of environmental conditions－Part 2-3: Environmental conditions 

appearing in nature－Air pressure（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，本文中で規定する。 

4 気圧の影響 

4.1 一般 

製品に適用するために気圧の厳しさのパラメータを選択する場合は，JIS C 60721-1 の規定値を適用する

ことが望ましい。 

気圧は，製品に対して種々の悪影響を及ぼす可能性があり，最も重要な影響は，4.2 及び 4.3 のとおりで
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ある。 

4.2 標準よりも低い気圧 

海面よりも高い高度での低い気圧は，製品に対して次のような悪影響を及ぼす可能性がある。 

– ガスケットで封止した容器からの気体又は液体の漏れ 

– 内部が加圧されている容器の破裂 

– 密度の小さい物質の物理的性質及び化学的性質の変化 

– 空気中の一対の電極間の絶縁耐圧が気圧の低下に伴い減少することによる，アーク放電又はコロナ放

電から生じる装置の異常動作又は故障［電極の形態及び材料が定まれば，均一な電界中の空気の絶縁

耐圧は，空気の圧力と電極間隔との積に依存する（パッシェンの法則）。］ 

– 空気の対流及び伝導による放熱効率の減少 

– 本質的に温度の影響によって生じる現象の加速，例えば，可塑材の気化，潤滑剤の蒸発など 

4.3 標準よりも高い気圧 

自然のくぼ（窪）地及び鉱坑での高い気圧は，封止した容器に機械的なストレスを及ぼす可能性がある。 

5 気圧の値 

平均海面の気圧の標準値は，101.325 kPa である。海面の気圧は，気象条件によって異なる場合がある。

海面上及び海面下の高度で同様の変化が起こる。 

海面よりも高い地域の気圧は，海面の気圧よりも低く，海面よりも低い地域（自然のくぼ地及び鉱坑）

の気圧は，海面の気圧よりも高い。 

異なる高度に対応する，小数点第 2 位を四捨五入した標準気圧の値を，表 1 に示す。 

表 1－海面上及び海面下の高度と標準気圧 

高度  
m 

気圧  
kPa 

15 000 12.0 

10 000 26.4a) 

8 000 35.6 

6 000 47.2 

5 000 54.0 

4 000 61.6 

3 000 70.1 

2 000 79.5 

1 000 89.9 

0（海面水位）  101.3 

－400 106.2 
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注 a) 対応国際規格では気圧として 26.6 kPaが示さ

れているが，明らかに誤りであるため，高度

11 000 m よりも低い場合の式を基に算出し

た値と置き換えた。 
 

注記 1 高度の最大値は，気象観測機器及び航空機による輸送を考慮に入れて示してある。 

注記 2 高度の－400 m は，地球上の最も深い自然のくぼ地に相当する。 

注記 3 詳細は，ISO 2533:1975/Add 1:1985 の表 5 参照。 

高度と気圧との関係式は，次のとおりである［ISO 2533:1975 の式(12)及び式(13)参照］。 

 p = 𝑝଴ × ((1 − (L × h) / T0) g/(R×L）） （高度 11 000 m よりも低い場合） 

及び p = 𝑝ଵ × exp( − g × (h − h1 / (R × T1))) （高度 11 000 m～20 000 m の場合）

 

ここで， p： 気圧（kPa） 
 p0： =101.325 kPa（海面の標準気圧） 
 p1： =22.632 kPa（11 000 m の標準気圧） 
 h： 海抜高度（m）（<20 000 m） 
 h1： =11 000 m（標高 11 000 m） 
 L： = 0.006 5 K/m（気温減率） 
 T0： =288.15 K（海面の標準温度） 
 T1： =216.65 K（11 000 m の標準温度） 
 g： =9.806 65 m/s2（重力加速度） 
 R： =287.053 J/(kg・K)（気体定数） 
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参考文献 
JIS C 60721-1，環境条件の分類－第 1 部：環境パラメータ及びその厳しさ 

注記 対応国際規格では，この JIS に対応する IEC 60721-1, Classification of environmental conditions 
– Part 1: Environmental parameters and their severities を引用規格の箇条に記載しているが，この

規格の要求事項の一部を構成する引用ではないため，参考文献として記載した。 

ISO 2533，Standard Atmosphere 

ISO 2533:1975/Add 1:1985，Hypsometrical tables 

 

 

 

 

 

 




